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1  はじめに 
 

 服飾設計において、衣服の製作に用いる人体

の模型が重要である。この模型は人台と呼ばれ

る。既存の人台は標準的な体系をもとにつくら

れている。つまり、服飾は標準的な体型を想定

して作られているため、すべての人にフィット

するとは限らない。 

 近年、３次元形状測定機が普及している。そ

こで、人体の形状を測定して、それに基づいた

個々の人台データを生成する事は低価格で体型

に合った服飾設計において有益であると考える。 

個人の人台を作成するにあたり、服飾設計に必

要な制約を満たす必要がある。 

 本研究では、人台の雛形データと３次元測定

機から得られた測定データを用い、個人の体型

の人台データを自動生成することを目的とする。 

 

2  研究分野の概要 

 

2.1 構造線制約 
 人台を作る時には構造線を考える必要がある。 

構造線は、人体の特徴的な部位を示す線であり、

制約を持つ。水平方向はまっすぐ水平に、垂直

方向は線が極端に歪んだりせず、滑らかである

ことが構造線の制約となる。 

 

2.2 関連研究 
 現在研究開発中のシステムでは、サイズのみ

で選択する既製服とは違い、類型化された体形

からの選択方式を用いることで、より個人にあ

った衣服を作ることができる。 

 現行のシステムの型紙の生成方法は、体型別

の標準人台から選択し、それを操作しているた

め既製服と注文服の中間であると言える。 

 本研究では、より個人の体型に合わせた服飾

設計を行うために、個人の体型の人台モデルを

生成する[1]。 

 

 

 

 

 

3  提案する手法 

 

3.1 対象とするデータ 
 雛形データ・測定データから個人の人台デー

タを生成するソフトウェア開発を行う。 

・ 雛形データは標準的な体型を表す服飾に必要

な人台データである。規則正しく配置された

 ３次元座標値を持つ点群とそれらをつなぐ

エッジで構成させる。 

・ 測定データは３次元形状測定機から得られた

実際の人間の体型を表すデータである。３次

元座標を持つ点群とそれらを頂点にもつ三角

形の集合で構成される。 

 
図 1:左雛形データ 右測定データ 

 

3.2 基本方針 
 基本方針をバネモデルによる実装とする。 

バネモデルとは、モデルを構成する各頂点が仮

想のバネとダンパで相互に並列に接続されてい

ると考え、次の時刻のパターンに重ねた時のバ

ネの歪みエネルギーの大きさから変形の大きさ

を評価する手法である。以下のようにパラメー

タを設定する 
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これらの値を用いて 

雛形データの各頂点に働く力を以下の式で求め

る.[2] 
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式 1:バネモデルの式 

 

力を求めたのち頂点の移動を求める 
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式 3.2:頂点の位置の式 

3.3 処理手順 
1,雛形データの各頂点間にバネモデルを適用す

る 

2,雛形データと測定データの対応する部位を指

定し、雛形データの頂点を測定データ上に移動

させる 

3,雛形データを、バネモデルによる力と測定デ

ータ上に向かう力で変形させる 

4,変形した人台データの構造線を平滑化させる 

1 から 4 の工程を雛形データの変形が収束するま

で行う。 

 

4  評価実験 
 提案した手法で雛形データを変形させた。 

・ 形状を比較すると、正面・側面ともに測定デ

ーに沿った形状になっている。 

・ 構造線においては水平方向の構造線は直線で

あり、垂直方向は交差することなくなめらか

に通っている。 

よって構造線の制約を守る人台モデルが生成で

きたといえる 

 
図 2:人台データと測定データ（正面） 

 
図 3:人台データと測定データ（側面） 

5  おわりに 
本研究では、測定データに基づく人台モデルの

生成に、バネモデルによる手法を用いた。 

本手法では構造線の制約を守る測定データの形

状に沿った人台データの生成に成功した。 

しかし、首元・肩口の面がいびつであるため首

元・肩口周辺に別途処理を加え、ユーザが対話

的にデータを変形させられるようなインタフェ

ースの導入がこれからの課題である。 
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